
「大学生等海外インターンシップ支援事業」に参加した学生の報告会 

 

 大学生等海外インターンシップ支援事業として、県内企業の海外事業所でインターンシップを

経験した長野県内の学生 5名が 11月 8日、中島副知事に成果報告をするため、長野県庁を訪問

しました。 

県庁を訪れたのは、(株)ユウワのベトナ

ム事業所で参加した信州大学 4年の田岡光

月さん、(株)南信精機製作所の中国事業所

で参加した信州大学 4年の深谷健さんと長

野大学 1年の大嶋智仁さん、同社ベトナム

事業所で参加した信州大学 2年の狩野貴彦

さん、野村ユニソン(株)の台湾事業所で参

加した長野大学 3年の伊藤将人さんの 5名

です。 

 

本事業は、県内高等教育機関の魅力の向

上及び、学生が海外へ目を向け活躍の場を求める機運を醸成してグローバル人材の育成を図るた

め、産学官で連携して今年度から始めた事業で、8名（信州大学 6名、長野大学 2名）の学生が、

5企業 6事業所 4カ国（地域）で、8月から 11月にかけてインターンシップを実施しました。 

 

今回報告に訪れた 5 名の学生以外にも宮坂ゴム(株)のタイ事業所、(株)都筑製作所のタイ事業

所、(株)南信精機製作所のベトナム事業所でも学生が 1名ずつ参加しています。 

 

学生は、海外で経験したことや気付いたことを副知事に報告し、副知事からもそれぞれの学生

に質問するなど、活発に意見交換が行われました。 

 学生からは、「インターネットから得る情報は表層的だが、生で体験し得た情報は貴重」、「今

履修している語学をより真剣に学びたいという意識付けになった」といったように参加して意義

があったという報告がされました。一方、「世界レベルの技術力を持っている県内企業をもっと

アピールできるように情報発信してほし

い」、「大学生だけでなく小中高校生のう

ちから企業を知る機会を増やしてほし

い」、「大学と企業が連携する取組をもっ

と増やすべきだ」、などの意見も出されま

した。 

 

中島副知事は、「長野県内の企業の魅力

を知ってもらえるこの事業は継続してい

きます。また、皆さんの貴重な意見を参

考にして今後の長野県の施策を考えてい

きたい」と話していました。 


